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問

第
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者
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陵
墓
の
治
定
と
祭
祀
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

十
一
月
十
八
日
に
提
出
し
た
再
質
問
主
意
書
（
以
下
、
再
質
問
主
意
書
と
略
）
で
、
現
在
、
宮
内
庁
が
斉
明
天
皇
陵
と
し
て

い
る
車
木
ケ
ン
ノ
ウ
古
墳
の
問
題
と
、
本
当
の
斉
明
天
皇
陵
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
強
い
牽
牛
子
塚
古
墳
の
調
査
で
の
新

た
な
知
見
と
を
取
り
上
げ
、
改
め
て
宮
内
庁
に
よ
る
陵
墓
治
定
の
正
否
の
検
証
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆

質
一
七
六
第
一
七
七
号
）
は
「
斉
明
天
皇
陵
の
治
定
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
て
は
い
な
い
」
と
、
引
き
続
い

て
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
見
解
を
示
し
た
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

明
日
香
村
教
育
委
員
会
に
よ
る
牽
牛
子
塚
古
墳
の
調
査
は
現
時
点
で
ま
だ
終
了
し
て
い
な
い
と
思
う
が
、
牽
牛
子
塚

古
墳
の
横
口
式
石
槨
の
下
方
で
こ
の
ほ
ど
検
出
さ
れ
た
と
い
う
別
の
横
口
式
石
槨
に
つ
い
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
陵
墓
課

の
職
員
は
現
地
を
確
認
し
て
い
る
の
か
否
か
。
新
た
に
検
出
さ
れ
た
石
槨
に
つ
い
て
実
見
し
た
り
、
聞
き
及
ん
だ
り
し

て
い
な
い
の
か
。

（
二
）

再
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
に
お
い
て
、
「
現
地
踏
査
等
に
よ
り
」
「
斉
明
天
皇
陵
及
び
大
田
皇
女
墓
が
現
在

地
に
治
定
さ
れ
た
」
と
あ
る
が
、
現
地
踏
査
等
と
は
、
い
つ
（
西
暦
に
よ
る
）
、
誰
が
、
ど
う
い
う
方
法
で
、
何
を
調

一



べ
た
も
の
か
。
具
体
的
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
内
容
は
何
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
三
）

陵
誌
銘
等
の
被
葬
者
を
確
実
に
特
定
で
き
る
資
料
の
出
土
が
な
い
の
に
、
日
本
書
紀
等
の
記
録
や
幕
末
の
現
地
踏
査

だ
け
で
、
な
ぜ
斉
明
天
皇
を
葬
っ
た
場
所
と
大
田
皇
女
を
葬
っ
た
場
所
と
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

（
四
）

再
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
車
木
ケ
ン
ノ
ウ
古
墳
に
斉
明
天
皇
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
確
実
に
肯
定
で
き
る
根
拠
を

示
す
よ
う
求
め
た
が
、
答
弁
書
で
は
、
日
本
書
紀
に
お
け
る
斉
明
天
皇
の
間
人
皇
女
と
の
合
葬
等
の
記
録
、
続
日
本
紀

に
お
け
る
斉
明
天
皇
陵
の
修
造
等
の
記
録
、
延
喜
式
に
お
け
る
斉
明
天
皇
陵
の
名
称
と
所
在
す
る
地
名
の
記
録
を
示
し

て
い
る
だ
け
で
、
車
木
ケ
ン
ノ
ウ
古
墳
が
斉
明
天
皇
陵
で
あ
る
と
い
う
確
実
な
根
拠
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
牽
牛
子
塚

古
墳
が
本
当
の
斉
明
天
皇
陵
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
る
状
況
で
、
車
木
ケ
ン
ノ
ウ
古
墳
に
斉

明
天
皇
が
葬
ら
れ
て
い
る
と
い
う
確
実
な
根
拠
を
示
せ
な
い
以
上
、
車
木
ケ
ン
ノ
ウ
古
墳
が
本
当
に
斉
明
天
皇
陵
で
あ

る
の
か
ど
う
か
、
治
定
の
正
否
を
検
証
し
直
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
。

（
五
）

再
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
に
「
富
郷
陵
墓
参
考
地
は
、
「
延
喜
式
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
山
背
大
兄
王
平
群

郡
北
岡
墓
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
あ
る
。
本
年
八
月
四
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答

弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
五
第
三
八
号
）
で
は
、
富
郷
陵
墓
参
考
地
の
被
葬
者
名
に
つ
い
て
は
「
不
詳
」
と
な
っ
て
い

二



る
。
再
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
で
は
、
被
葬
者
は
「
山
背
大
兄
王
」
の
可
能
性
が
あ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
。

（
六
）

富
郷
陵
墓
参
考
地
と
は
奈
良
県
斑
鳩
町
の
岡
原
古
墳
の
こ
と
で
あ
る
。
陵
誌
銘
等
の
被
葬
者
を
特
定
で
き
る
確
実
な

資
料
が
出
土
し
て
い
な
い
古
墳
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
被
葬
者
を
特
定
し
て
陵
墓
に
し
て
い
る
一
方
で
、
岡
原
古
墳

（
富
郷
陵
墓
参
考
地
）
を
被
葬
者
が
山
背
大
兄
王
と
い
う
可
能
性
が
あ
っ
て
も
陵
墓
に
治
定
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
な
の

か
。

（
七
）

山
背
大
兄
王
が
没
し
た
の
は
何
年
の
こ
と
か
。
西
暦
で
答
え
ら
れ
た
い
。

（
八
）

宮
内
庁
が
富
郷
陵
墓
参
考
地
と
し
て
管
理
し
て
い
る
岡
原
古
墳
の
築
造
時
期
は
、
何
世
紀
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
山
背
大
兄
王
の
没
年
と
の
年
代
上
の
乖
離
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。
文
化
庁
の
見
解
を
問
う
。

（
九
）

再
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
に
お
い
て
、
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
の
「
治
定
替
え
」
や
「
治
定
解
除
」
の
実
例
が

示
さ
れ
た
。
治
定
替
え
が
行
わ
れ
た
陵
墓
の
う
ち
、
天
武
天
皇
・
持
統
天
皇
陵
（
天
武
持
統
合
葬
陵
）
、
文
武
天
皇

陵
、
桓
武
天
皇
皇
后
陵
、
五
十
瓊
敷
入
彦
命
墓
、
日
本
武
尊
墓
は
現
在
の
場
所
に
治
定
替
え
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
ど
こ
を
当
該
被
葬
者
の
陵
墓
（
埋
葬
場
所
）
と
し
て
扱
っ
て
い
た
の
か
。
陵
墓
（
埋
葬
場
所
）
の
名
称
、
考
古
学

三



上
の
名
称
、
所
在
地
、
被
葬
者
名
、
治
定
替
え
前
の
治
定
日
（
西
暦
に
よ
る
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
十
）

宮
内
庁
は
「
治
定
を
覆
す
に
足
る
陵
誌
銘
等
の
確
実
な
資
料
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、
現
在
の
も
の
を
維
持
し
て
い

く
所
存
」
（
二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
九
日
提
出
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
一
一

号
）
）
と
い
う
見
解
を
示
し
、
現
在
の
斉
明
天
皇
陵
の
治
定
の
検
証
を
拒
む
理
由
に
も
し
て
い
る
。
再
質
問
主
意
書
に

対
す
る
答
弁
書
で
示
さ
れ
た
治
定
替
え
、
治
定
解
除
が
行
わ
れ
た
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
で
は
、
陵
誌
銘
等
が
出
土
し
て

い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
の
治
定
替
え
や
治
定
解
除
が
可
能
だ
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。

（
十
一
）

学
術
的
調
査
に
よ
っ
て
も
、
古
墳
の
被
葬
者
名
を
特
定
で
き
る
こ
と
は
非
常
に
ま
れ
で
あ
る
。
宮
内
庁
が
被
葬
者

を
「
特
定
」
し
、
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
と
し
て
管
理
し
て
い
る
古
墳
で
あ
っ
て
も
、
被
葬
者
を
確
実
に
特
定
で
き
る
も

の
は
何
一
つ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
被
葬
者
を
「
特
定
」
し
て
皇
室
用
財
産
と
し
て
管
理
し
、

学
術
的
調
査
や
文
化
財
と
し
て
の
活
用
を
拒
否
す
る
の
は
、
歴
史
の
正
確
な
解
釈
や
扱
い
を
歪
め
る
も
の
に
な
る
と
考

え
な
い
の
か
。

（
十
二
）

日
本
経
済
新
聞
（
本
年
十
一
月
二
十
七
日
付
）
等
に
お
い
て
も
、
宮
内
庁
に
よ
る
治
定
と
は
別
人
が
埋
葬
さ
れ
て

四



い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
や
、
陵
墓
の
公
開
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
被
葬

者
を
確
実
に
特
定
で
き
る
物
的
資
料
等
の
根
拠
が
な
く
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
に
し
て
い
る
古
墳
は
、
陵
墓
や
陵
墓
参
考

地
の
治
定
を
解
除
す
る
と
と
も
に
国
有
財
産
法
上
の
皇
室
用
財
産
か
ら
除
外
し
て
、
文
化
財
保
護
法
の
下
で
国
民
共
有

の
文
化
遺
産
と
し
て
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
宮
内
庁
と
い
う
一
官
庁
の
判
断
で
は
な
く
、
政
府
と
し
て
の
検
討
を

求
め
る
。

（
十
三
）

再
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
�
宮
内
庁
が
陵
墓
ま
た
は
陵
墓
参
考
地
に
治
定
し
て
い
な
い
古
墳
の
中
で
、
そ
の
被

葬
者
が
皇
室
の
先
祖
で
あ
る
と
考
え
る
学
説
、
�
宮
内
庁
の
治
定
に
よ
る
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
の
被
葬
者
と
は
別
の
被

葬
者
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
学
説
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
宮
内
庁
が
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る
か
質
し
た
。

こ
れ
に
対
す
る
答
弁
書
は
「
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
、
様
々
な
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら

差
し
控
え
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
「
様
々
な
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
の
か
。
「
様
々
な
誤
解
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
内
容
か
例
示
さ
れ
た
い
。

（
十
四
）

右
の
�
�
に
関
し
、
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
し
て
、
宮
内
庁
が
「
承
知
し
て
い
る
」
と
い
う

学
説
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五



（
十
五
）

陵
墓
関
係
事
務
を
宮
内
省
（
当
時
）
が
取
り
扱
う
よ
う
に
な
る
一
八
七
八
年
よ
り
も
前
は
、
ど
こ
が
陵
墓
関
係
の

事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
た
の
か
。

（
十
六
）

再
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
に
お
い
て
、
祭
祀
の
対
象
は
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
の
被
葬
者
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
が
、
陵
墓
の
治
定
替
え
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
、
現
在
の
被
葬
者
と
は
別
の
被
葬
者
を
対
象
に
し
て
祭
祀
が
行
わ

れ
て
い
た
の
か
。

（
十
七
）

治
定
替
え
、
ま
た
は
治
定
解
除
が
行
わ
れ
た
後
、
治
定
が
替
え
ら
れ
た
も
の
や
治
定
が
解
除
さ
れ
た
も
の
は
、
被

葬
者
に
対
す
る
祭
祀
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
か
。

（
十
八
）

再
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
に
お
い
て
、
行
燈
山
古
墳
が
景
行
天
皇
陵
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
時
か

ら
現
在
の
崇
神
天
皇
陵
に
治
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
祭
祀
の
状
況
、
ま
た
渋
谷
向
山
古
墳
が
崇
神
天
皇
陵
と
し
て
の
扱

い
を
受
け
て
い
る
時
か
ら
現
在
の
景
行
天
皇
陵
に
治
定
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
祭
祀
の
状
況
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
も
「
承

知
し
て
い
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
幕
末
の
文
久
年
間
に
現
在
の
治
定
が
行
わ
れ
る
ま
で
、
二
つ
の
古
墳
に
お
い
て
中

世
以
降
は
皇
室
に
よ
る
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

（
十
九
）

再
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
で
、
宮
内
庁
が
「
古
代
高
塚
式
の
陵
墓
等
」
と
呼
ぶ
百
二
十
一
の
古
墳
に
つ
い

六



て
、
延
喜
式
記
載
の
祭
祀
の
対
象
に
該
当
す
る
も
の
は
六
十
四
の
陵
墓
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
延
喜
式
に
記
載
が

な
い
残
り
五
十
七
の
陵
墓
で
は
、
延
喜
式
が
編
纂
さ
れ
た
平
安
時
代
半
ば
に
は
、
す
で
に
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

（
二
十
）

再
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
で
、
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
鳥
居
に
つ
い
て
「
埋
葬
区
域
と

拝
礼
場
所
と
の
境
界
、
拝
礼
場
所
と
参
道
と
の
境
界
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
「
境
界
」
に
鳥
居

を
使
う
の
は
な
ぜ
か
。

（
二
十
一
）

再
質
問
主
意
書
に
お
い
て
神
武
天
皇
の
没
年
を
質
し
た
が
、
答
弁
書
で
は
「
「
日
本
書
紀
」
に
は
、
神
武
天
皇

は
神
武
天
皇
七
十
六
年
に
崩
御
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
「
日
本
書
紀
の
神
武
天
皇
七
十
六
年
」
と
は
西

暦
何
年
で
、
日
本
の
時
代
区
分
に
従
う
と
そ
れ
は
何
時
代
に
相
当
す
る
か
。
ま
た
、
神
武
天
皇
が
即
位
し
た
の
は
何
歳

の
時
で
、
そ
れ
は
西
暦
何
年
で
、
何
時
代
に
相
当
す
る
か
。

（
二
十
二
）

宮
内
庁
書
陵
部
発
行
の
「
陵
墓
要
覧
」
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
六
年
四
月
三
日
、
神
武
天
皇
没
後
二
千
六
百
年
の

「
式
年
祭
」
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
宮
内
庁
は
、
二
〇
一
六
年
は
神
武
天
皇
が
没
し
て
二
千
六
百
年
の

年
に
当
た
る
と
理
解
し
て
い
る
の
か
。
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（
二
十
三
）

陵
墓
要
覧
に
は
西
暦
と
並
べ
て
「
皇
紀
」
に
よ
る
年
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宮
内
庁
職
員
は
、
現
在
で
も
神
武
天

皇
が
即
位
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
年
を
最
初
の
年
と
す
る
歴
史
観
、
あ
る
い
は
年
代
観
に
立
脚
し
て
職
務
を
遂
行
し
て

い
る
の
か
。

（
二
十
四
）

再
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
で
は
、
「
「
日
本
書
紀
」
に
は
神
武
天
皇
陵
の
築
造
年
次
に
関
す
る
記
述
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
あ
る
が
、
神
武
天
皇
陵
が
現
在
の
地
に
治
定
さ
れ
た
幕
末
の
文
久
年
間
か
ら
後
、
神
武
天
皇
陵
お

よ
び
周
辺
の
改
修
・
改
造
や
整
備
の
記
録
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
記
録
物
の
名
称
と
記
録
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

（
二
十
五
）

本
年
十
月
一
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
で
、
宮
内
庁
が
神
武
天
皇
陵
と
治
定
し
て
い
る
「
四
条
ミ
サ
ン
ザ
イ

古
墳
」
に
つ
い
て
、
古
墳
で
あ
る
か
ど
う
か
の
見
解
を
文
化
庁
に
質
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七

六
第
一
号
）
で
は
、
「
「
四
条
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
」
と
し
て
は
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
種

類
区
分
等
は
把
握
し
て
い
な
い
」
と
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
古
墳
」
と
い
う
文
字
は
使
っ
て
い
る
も
の
の
、
古
代
の
埋

葬
遺
跡
と
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。

（
二
十
六
）

再
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
宮
内
庁
に
よ
り
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
古
墳
が
「
国
民
の
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追
慕
尊
崇
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
の
根
拠
の
明
示
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
す
る
答
弁
書
は
「
宮
内
庁
と
し
て

は
、
陵
墓
等
に
は
、
多
く
の
国
民
が
拝
礼
等
に
訪
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
」
こ
と
を
、
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
中
で
い
う
「
拝
礼
等
」
の
「
等
」
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

（
二
十
七
）

奈
良
県
広
陵
町
の
新
木
山
古
墳
（
宮
内
庁
に
よ
れ
ば
「
三
吉
陵
墓
参
考
地
」
）
の
発
掘
調
査
現
場
が
、
本
年
十

一
月
十
二
日
に
関
係
学
会
や
報
道
関
係
者
に
公
開
さ
れ
た
。
広
陵
町
教
育
委
員
会
は
新
木
山
古
墳
の
周
濠
に
当
た
る
部

分
を
同
時
に
調
査
し
て
い
る
と
思
う
が
、
宮
内
庁
は
広
陵
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
調
査
知
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
調
査

を
進
め
た
の
か
ど
う
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
宮
内
庁
は
調
査
に
際
し
、
広
陵
町
教
育
委
員
会
と
の
間
で
何

ら
か
の
協
定
を
締
結
し
た
の
か
。

（
二
十
八
）

宮
内
庁
に
よ
る
新
木
山
古
墳
の
調
査
に
際
し
、
宮
内
庁
は
調
査
に
従
事
す
る
作
業
員
の
確
保
の
た
め
「
三
吉
陵

墓
参
考
地
整
備
工
事
予
定
区
域
の
事
前
調
査
事
業
」
と
い
う
件
名
で
一
般
競
争
入
札
を
行
い
、
東
海
ア
ナ
ー
ス
株
式
会

社
が
落
札
し
た
。
入
札
仕
様
書
の
項
目
の
「
そ
の
他
」
欄
に
「
調
査
に
従
事
す
る
作
業
員
は
身
元
の
確
か
な
者
に
限
る

こ
と
」
と
あ
る
が
、
作
業
員
を
「
身
元
の
確
か
な
者
」
と
限
定
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
調
査
場
所
が
陵
墓
参
考
地
と

い
う
皇
室
用
財
産
だ
か
ら
な
の
か
。
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（
二
十
九
）

本
年
十
月
六
日
、
世
界
遺
産
条
約
関
係
省
庁
連
絡
会
議
は
、
大
山
古
墳
（
宮
内
庁
に
よ
れ
ば
「
仁
徳
天
皇

陵
」
）
や
誉
田
御
廟
山
古
墳
（
同
「
応
神
天
皇
陵
」
）
等
の
巨
大
古
墳
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳

群
」
を
、
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。
こ
れ
は
大
阪
府
等
の
関
係
自
治
体
が
文
化
庁
に
提

案
し
、
検
討
し
た
文
化
審
議
会
か
ら
「
基
本
的
な
条
件
に
関
す
る
課
題
が
存
在
」
し
、
「
課
題
に
つ
い
て
一
定
の
見
通

し
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
に
記
載
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
判
断
が
下
さ
れ
て
お
り
、

も
と
も
と
暫
定
一
覧
表
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
こ
の
た
び
了
承
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
文

化
審
議
会
が
示
し
て
い
た
「
課
題
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
す
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
三
十
）

文
化
審
議
会
が
示
し
て
い
た
課
題
に
つ
い
て
、
す
べ
て
解
決
し
問
題
は
な
く
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

議
論
や
検
討
を
行
い
、
関
係
省
庁
連
絡
会
議
は
了
承
に
至
っ
た
の
か
。
議
論
・
検
討
の
過
程
を
課
題
ご
と
に
詳
述
さ
れ

た
い
。

（
三
十
一
）

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
に
は
、
大
山
古
墳
や
誉
田
御
廟
山
古
墳
以
外
に
も
宮
内
庁
が
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
と
し

て
管
理
す
る
古
墳
が
多
数
存
在
す
る
。
宮
内
庁
は
「
陵
墓
や
陵
墓
参
考
地
は
現
に
皇
室
に
よ
り
祭
祀
が
継
続
し
て
行
わ

れ
、
静
安
と
尊
厳
の
保
持
が
最
も
重
要
」
と
い
う
理
由
で
、
立
ち
入
り
や
学
術
的
調
査
で
さ
え
頑
迷
に
拒
ん
で
い
る
。
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し
か
し
、
実
際
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
の
諮
問
を
受
け
て
審
査
を
行
う
国
際
記
念
物

遺
跡
会
議
（
イ
コ
モ
ス
）
に
よ
る
現
地
審
査
を
経
る
必
要
が
あ
る
。
イ
コ
モ
ス
に
よ
る
専
門
的
観
点
か
ら
の
現
地
審
査

に
当
た
り
、
陵
墓
に
治
定
さ
れ
て
い
る
古
墳
も
対
象
に
公
開
し
、
審
査
を
受
け
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

（
三
十
二
）

古
墳
の
被
葬
者
は
学
術
的
に
も
不
明
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
阪
府
等
の
関
係
自
治
体
が
提
出
し
た
「
世

界
遺
産
暫
定
一
覧
表
記
載
資
産
候
補
提
案
書
」
は
、
大
山
古
墳
を
仁
徳
陵
古
墳
、
誉
田
御
廟
山
古
墳
を
応
神
陵
古
墳
、

石
津
丘
古
墳
（
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
）
を
履
中
陵
古
墳
な
ど
と
表
記
し
て
い
る
。
あ
た
か
も
当
該
古
墳
の
被
葬
者
が
皇
室

の
祖
先
で
、
し
か
も
名
前
ま
で
判
明
し
て
い
る
か
の
ご
と
き
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
宮
内
庁
に
よ
る
陵
墓
の
治
定
に

沿
っ
た
も
の
だ
が
、
戦
前
ま
で
に
宮
内
省
（
当
時
）
が
行
っ
た
陵
墓
の
治
定
は
科
学
的
根
拠
に
基
づ
か
な
い
も
の
で
学

術
的
に
は
全
く
不
正
確
で
あ
り
、
世
界
に
対
し
大
き
な
誤
解
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
政
府
は
ユ
ネ
ス
コ
や
イ
コ
モ
ス

に
対
し
、
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
を
構
成
す
る
古
墳
の
被
葬
者
が
、
宮
内
庁
に
よ
る
陵
墓
の
治
定
ど
お
り
皇
室
の
祖
先

で
、
し
か
も
名
前
も
判
明
し
た
人
物
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
も
の
と
説
明
し
、
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
す
の
か
。
ま
た
、

世
界
遺
産
と
し
て
の
評
価
結
果
を
得
よ
う
と
考
え
る
の
な
ら
ば
、
政
府
は
宮
内
庁
に
よ
る
陵
墓
の
治
定
を
抜
本
的
に
見
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直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
あ
わ
せ
て
質
問
す
る
。

右
質
問
す
る
。
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